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奇数と偶数 

 

４つの異
こと

なる整数
せいすう

があり，小さい 順
じゅん

にＡ，Ｂ，Ｃ，Ｄとします。４つの整数のうち２つは偶数
ぐうすう

（２で割

り切れる数）で２つは奇数
き す う

（２で割り切れない数）です。また，４つの整数のうち１つは４であることがわ

かっています。Ａ＋Ｂ＋Ｄ＝９２，Ａ＋Ｃ＋Ｄ＝１３６のとき，４つの整数の組み合わせとして考えられる

ものをすべて答えなさい。 
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奇数と偶数 （Ａ，Ｂ，Ｃ，Ｄ）＝（１，４，４８，８７），（３，４，４８，８５） 

 

 Ａ，Ｂ，Ｄは１つが奇数で２つが偶数か，１つが偶数で２つが奇数です。Ａ＋Ｂ＋Ｄ＝偶数であり，奇数

＋偶数＋偶数＝奇数，偶数＋奇数＋奇数＝偶数より，Ａ，Ｂ，Ｄのうち１つが偶数で２つが奇数であること

がわかります。よって，Ｃは偶数です。同様にして，Ａ＋Ｃ＋Ｄ＝偶数より，Ｂも偶数です。 

 Ａ＋Ｂ＋Ｄ＝９２，Ａ＋Ｃ＋Ｄ＝１３６より，Ｃ－Ｂ＝１３６－９２＝４４ですから，Ｂ＝４，Ｃ＝４＋

４４＝４８ときまります。ＡはＢより小さい奇数なので，１か３です。 

 ○Ａ＝１のとき 

   １＋４＋Ｄ＝９２より，Ｄ＝９２－（１＋４）＝８７です。 

 ○Ａ＝３のとき 

   ３＋４＋Ｄ＝９２より，Ｄ＝９２－（３＋４）＝８５です。 

 

以上より，（Ａ，Ｂ，Ｃ，Ｄ）＝（１，４，４８，８７），（３，４，４８，８５）となります。 
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